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情 報 処 理 セ ン ター の 思 い 出

今 西 範 和 ※

平成3年4月1日 付 けで 「情 報処 理 セ ン ター事務 室課長 を命 ず る」 の辞令 を拝 命 した と

き、私の心情 は不安 で い っぱいで した。 その 当時 、私 が情 報処理 セ ン ター に関 して知 って

いた こ とと言 えば、奈 良大 学が 山陵 町1500番 地 に移転 した と きに情 報 処理 セ ンターが 開設

された こ と、その情報 処理 セ ンターに は高性 能 の コ ンピュー タが 導 入 され てい る こ と、今

後、大学 にお いて情報 処理教 育 に拍車 がか か るであ ろ うこ と ぐらいで した。今 まで何 度 も

人事異動 を経験 してい ます が、正 直、 この ように戸 惑 いが あ る異動 は初 め てで した。

コ ンピュ ター に関 して は、 ワー プロ を少 しか じっただけの文 系 出身 の私 に とって、一体

何 をすべ きで あるのか 、何 を勉 強 した らよい のか皆 目見 当が つかず 、思 い悩 んでい た と き、

前任 の故村松 課長 よ り 「セ ンターの先 生方 は大 変熱心 で 良い先 生方 です。心 配 しな くと も

大丈 夫 です。」 と励 ま され、異 動 はサ ラ リ.__._マンの宿 命 と思 い、 出来 る限 りや ってみ よう

と思 い直 しま した。

情報 処理 セ ン ター事務 室 に勤 務 して 初め て汎 用大 型 コ ンピュー タ(ACOS430/70)

に対面 した ときの 印 象は、 今 も忘 れ る こ とが で き ませ ん。 「これが コ ン ピュ ター だ」 と言

わん ばか りの 巨大 に して堂 々た る風 格 を備 え、強力 な冷 暖房装 置 に守 られ、 ガ ラス張 りの

システム室 に鎮 座 して い ま した。 「俺 は何 で も出来 る」 と言 ってい る よ うに感 じ、 まさに

怪物 だ と圧倒 され るだけで した。 が、 よ り高度 の情 報処 理教育 を実現 す る ため に、情 報処

理 セ ン ターの先生 方が 日夜 この怪物 と格 闘 されて い るこ とを思 い浮 かべ 、私 と して も、全

面 的 にバ ックア ップす る こ とを心 に誓 った ものです 。

当時、情 報処理 セ ンターでは毎週 一 回セ ンター内会議 が行 われ ま した。情 報処理 セ ンター

事務室 に異動 して きた当初、私 に とって 、 この会議 は まるで宇宙 語 を聴 いて いる よ うで し

た。先 生方 の話 の 内容 が全 く理解 で きず 、課員 に説 明 して も らって ようや く理解 で きる状

態で したの で、毎週 のセ ンター内会議 が恐 ろ し くて 身の縮 む思 い を した ものです 。 しか し、

この会議 が情報 処理 セ ンターの飛躍 と発 展 の源 であ った こ とは、間違 いあ りませ ん。

情 報 処 理 セ ンター事 務 室 で の最 初 の 仕 事 は、教 育 研 究 支援 統 合 ネ ッ トワー ク シス テム

(SS-NET)の 構築 と、携 帯型 パ ソコ ンを導 入 し学 生 に貸 与す るこ とで した。 具体 的 には、

いつで もどこで も学生 が身近 にパ ソコ ンを利 用で きる環境 を整備 す るため に、補助 金 を申

請 し、学 生 に貸 し出す ノー ト型 パ ソ コン(当 時 の携帯 型パ ソ コンは ノー ト型パ ソコ ンで あ っ

た)を 購 入す る ことで した。 この ノー ト型パ ソコ ンの貸 し出 し制度 の評判 は上 々で、努力
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が報 わ れた気 が しま した。

さ ら に教 育 ・研 究 の 体 制 を よ り一層 強 化 す る た め に スー パ ー コ ン ピュー タCONVEX

C3420ESを 中心 と した新機種 購 入、総 合研 究棟 増設 に伴 う第 一一{電算実 習室 へ のSUNIPXの

移動 、 第一 ・第二電 算実習室 の クラ イア ン ト機の 入れ 替 え、 イン ター ネ ッ ト接続 等 の高度

情 報化社 会へ の対応 が諮 られ続 けて い る ときに事務 室 に勤務 して微 々た るにせ よ参画 出来

た こ とは、今 となって は大 変嬉 しい思 いで となってい ます。
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